




 

 

    

    

○添付資料の目次 

    

１．当四半期決算に関する定性的情報..................................................2 

（１）経営成績に関する説明..........................................................2 

（２）財政状態に関する説明..........................................................3 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明....................................3 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項............................................3 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動................................3 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用................................3 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示..............................4 

３．四半期連結財務諸表..............................................................5 

（１）四半期連結貸借対照表..........................................................5 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書..............................6 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書............................................8 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項............................................9 

    （継続企業の前提に関する注記）..............................................9 

    （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）............................9 

    （セグメント情報等）........................................................9 

４．補足情報.......................................................................10 

（１）生産、受注及び販売の状況.....................................................10 

（２）海外売上高...................................................................11 

 

 

 

ミツミ電機株式会社 （6767） 平成28年３月期 第２四半期決算短信

1



 

 

    

    

１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１） 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における世界経済の情勢を概観しますと、米国では個人消費や企業

業績の改善により経済の拡大基調は持続し、欧州でも景気の持ち直しが見られました。さらに新興国

においては経済成長のペースは鈍化しましたが、世界経済全体としては緩やかな成長となりました。し

かしながら、中国経済の減速が顕在化し、景気の先行きに対する懸念は高まっております。 

日本経済におきましては、中国や東南アジア諸国の景気減速の影響は受けつつも、企業収益の改

善などにより景気の回復基調は続いております。 

当電子部品業界におきましては、スマートフォン関連の市場では、一層の低価格化が進行しつつも

数量ベースでの増加により緩やかな市場拡大は継続しております。さらに、車載関連製品の市場では、

自動車の電子化の進行により１台当たりの部品搭載額が増加し、市場の拡大が加速しております。 

このような経営環境の下、当社グループにおきましては、スマートフォン市場において高機能機種

から中低級機種へ需要がシフトしたことにより、特に中華圏市場において高機能機種向けマイクロアク

チュエータの受注が伸び悩みました。しかしながらアミューズメント関連製品及び車載関連製品などの

受注は期初見込み以上に増加いたしました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、為替が円安に推移したこともあり、836 億 8 千 3

百万円（前年同期比 123.3％）となりました。 

損益につきましては、売上高の構成比の変化により付加価値率が低下したことに加え、生産能力の

増強と為替の円安により海外事業の運営コストが増加したことから、営業損失は 5 億 5 千万円（前年同

期の営業損失は 24 億 1 千 4 百万円）、経常損失は 6 億 9 千 3 百万円（前年同期の経常損失は 16

億 6 百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は 12 億 4 千 6 百万円（前年同期の親会社株主

に帰属する四半期純損失は 18 億 5 千 9 百万円）となりました。 

 

 

当第２四半期連結累計期間における製品集計区分別の業績は、次のとおりであります。 

 

①半導体デバイス 

リチウムイオン二次電池用の半導体製品及びモジュール製品の受注が増加したことにより、売上

高は 156 億 5 千万円（前年同期比 107.6％）となりました。 

 

②光デバイス 

カメラモジュールにつきまして、アミューズメント関連製品の受注は増加したものの、情報通信端末

向け製品の受注が減少したことにより、売上高は 21 億 3 千 3 百万円（前年同期比 53.4％）となりまし

た。 

 

③機構部品 

主力である情報通信端末向け製品及びアミューズメント関連製品の受注がいずれも増加したこと

により、売上高は 413 億 1 千万円（前年同期比 138.4％）となりました。 

 

④高周波部品 

車載関連製品の受注が増加したことにより、売上高は 143 億 4 千 6 百万円（前年同期比 128.6％）

となりました。 

 

⑤電源部品 

主力であるアダプタ製品及び組込型電源製品の受注がいずれも増加したことにより、売上高は

102 億 4 千 3 百万円（前年同期比 123.4％）となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況    

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べて 191 億 8 千 3 百万円増加し、1,802

億 7 千 3 百万円となりました。これは主として、受取手形及び売掛金が 65 億 6 千 4 百万円、たな卸資産が

102 億 1 千 2 百万円、有形固定資産が 22 億 5 千 7 百万円増加したことなどによるものです。 

負債合計は、前連結会計年度に比べて 274 億 3 千 6 百万円増加し、730 億 9 千 4 百万円となりました。

これは主として、短期借入金が 30 億 8 百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が 93 億 1 千 9 百万

円、新株予約権付社債が 200 億 9 千 7 百万円増加したことなどによるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度に比べて 82 億 5 千 2 百万円減少し、1,071 億 7 千 9 百万円となりまし

た。これは主として、利益剰余金が 24 億 7 千万円、為替換算調整勘定が 10 億 1 千 8 百万円減少し、自

己株式を 50 億円取得したことなどによるものです。 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間における自己資本比率は、前連結会計年度に比べて12.2 ポ

イント減少し 59.5％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度より 63 億 2 千 9 百万

円増加し、400 億 1 千 9 百万円となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況については、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

仕入債務の増加がありましたが、売上債権の増加、たな卸資産の増加などにより 39 億 4 千 8

百万円の支出（前年同期は 14 億 6 百万円の支出）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

定期預金の払戻による収入がありましたが、定期預金の預入による支出、有形固定資産の取

得による支出などにより 2 億 3 千万円の支出（前年同期は 102 億 7 千 7 百万円の支出）となりまし

た。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

短期借入金の減少、自己株式の取得による支出、配当金の支払いがありましたが、新株予約

権付社債の発行による収入により 107 億 8 千 7 百万円の収入（前年同期は 4 億 3 千 7 百万円の

支出）となりました。 

 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明    

当連結会計年度の連結業績予想につきましては、平成 27 年 11 月５日に公表いたしました「平成 28 年

３月期第２四半期累計期間連結業績予想値と実績値の差異並びに通期連結業績予想及び配当予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動    

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用    

（税金費用の計算） 

税金費用につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。 
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(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下「連

結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。

以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場

合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発

生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期

首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企

業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加

えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わ

ない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」

の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない

子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の区分に記載しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５項

（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会

計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 27 年７月 16 日開催の取締役会決議に基づき、自己株式 6,240,300 株の取得を行いました。主にこ

の結果により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が5,000 百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末

において自己株式が 5,093 百万円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

当社グループは、電気、通信機器の部品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 生産高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 15,641 108.7 

光デバイス 2,128 53.1 

機構部品 42,050 140.6 

高周波部品 14,637 128.9 

電源部品 10,237 122.9 

合   計 84,695 124.6 

 

②受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

半導体デバイス 14,747 105.8 2,521 86.0 

光デバイス 1,443 34.8 342 30.4 

機構部品 42,429 124.1 6,066 67.1 

高周波部品 16,448 140.9 5,286 166.7 

電源部品 10,171 100.0 2,468 76.3 

合   計 85,240 115.0 16,685 85.5 

 

③販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を製品集計区分別に示すと、次のとおりであります。 

区分 販売高（百万円） 前年同四半期比（％） 

半導体デバイス 15,650 107.6 

光デバイス 2,133 53.4 

機構部品 41,310 138.4 

高周波部品 14,346 128.6 

電源部品 10,243 123.4 

合   計 83,683 123.3 
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（２）海外売上高 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 26 年４月１日 至 平成 26 年９月 30 日）              （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 38,921 1,478 2,581 42,981 

Ⅱ 連 結 売 上 高    67,858 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
57.3 2.2 3.8 63.3 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年９月 30 日）              （単位：百万円） 

   ア ジ ア 欧  州 北  米 計 

Ⅰ 海 外 売 上 高 46,651 1,419 3,917 51,988 

Ⅱ 連 結 売 上 高    83,683 

Ⅲ 
連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
55.7 1.7 4.7 62.1 
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